
Ⅰ．はじめに

　ヤクタネゴヨウ（Pinus armandii Franch. var. amamiana 

Hatusima）は樹高２０m，胸高直径１m以上に達する五葉松（金

谷ほか，１９９７）であり，現在は鹿児島県の屋久島と種子島にのみ

自生している。環境庁のレッドデータブック（環境庁自然保護局

野生生物課，２０００）では「絶滅危惧 IB類」として記載されてお

り，現在の自生個体数は鹿児島県の種子島に約１００個体，屋久島

に約２０００個体と推定されている（山本・明石，１９９４；金谷ほか，

１９９５）。過去の過剰伐採（金谷ほか，１９９５）により個体数が減少

し，近年はマツノザイセンチュウによる被害（山本・明石，

１９９４；Nakamura et al., ２００１）等により生残個体の枯損が進んで

いることが報告（Kanetani et al., ２００１）されている。自殖による

種子稔性が低く（中島・金指，１９９５），球果生産・後継稚樹が少

ない（辻本ほか，１９８３；金谷ほか，１９９６；金谷ほか，１９９７）との

報告もあり，種の存続が危機的状況に陥っていると考えられる。

　屋久島においてヤクタネゴヨウは標高３００－８００m付近の急峻な

尾根を中心に分布している（金谷ほか，１９９７）。ヤクタネゴヨウ

は他の様々な照葉樹と混交して生育しており，植生学的にはウラ

ジロガシ－イスノキ群集に分類されている（武田・久保，２００１）。

絶滅に瀕している種の保全を図るには自生地における更新様式を

明らかにする必要があり，ヤクタネゴヨウの更新には混交する照

葉樹との種間関係が特に重要と考えられる。そこでヤクタネゴヨ

ウ更新様式解明の第一歩として，多くの生残個体が見られる屋久

島西部林道沿いのヤクタネゴヨウ自生地において，ヤクタネゴヨ

ウと照葉樹が混交する林分の現在の林分構造について検討したの

で概要を報告する。

Ⅱ．調査地と方法

　２００１年１１月に屋久島西部林道沿いの平瀬国有林４林班に試験地

（図－１）を設定し，ヤクタネゴヨウが分布する１尾根に調査プ

ロットを設置した。地形によって異なる植生の状態を考慮して尾

根上の平坦面，急斜面と尾根からわずかに外れた谷面において各

２ヶ所の調査地点を設定した（標高４００－６００m）。現地は急峻な

尾根斜面のため，調査プロットの大きさは１００m２を基準とした。

調査プロットにおいては胸高（１．３m）以上の全樹木を対象に毎

木調査を行い，ヤクタネゴヨウについては全個体（実生を含む）

について調査した。

Ⅲ．結果と考察

　調査プロットの概況および出現種の優占度（ha あたり胸高断

面積）を表－１に示した。調査プロットの傾斜は０°から４７°ま

での幅があり，ヤクタネゴヨウの分布は斜面の傾斜とはあまり関

連がないことが示唆された。６調査プロット全てでヤクタネゴヨ

ウ個体と一緒にタイミンタチバナ，イスノキ，サクラツツジ，サ

カキ，ヤブツバキが出現し，クロバイ，アデク，モッコクも５調

査プロットに出現した。調査地は種組成の面からはイスノキやウ

ラジロガシ，イヌガシ，シキミ等を識別種に持ち，随伴種として

タイミンタチバナやサクラツツジの常在度が高いウラジロガシ－

イスノキ群集（武田・久保，２００１）に属するものと考えられる。

　ヤクタネゴヨウと混交する照葉樹の胸高断面積合計は ha あた

り２６－７０m２と幅があった（表－１）。平坦面の２調査プロット

（No．３，４）の胸高断面積合計は大きく，平瀬国有林内，瀬切川

流域の原生的な照葉樹林の値６３．０m２ha －１（Kohyama，１９８６）に匹
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ヨウと照葉樹が混交する林分の林分構造について検討した。計６ヶ所の調査プロットを設置して毎木調査を行ったところ，ほぼ全ての調

査プロットでヤクタネゴヨウとともにイスノキ，サクラツツジ，タイミンタチバナ，クロバイ，アデク，サカキ，ヒサカキ等の照葉樹種

が出現し，発達した照葉樹林の形成がみられた。調査した尾根に出現した全てのヤクタネゴヨウ個体は巨大で，混交する照葉樹種に被圧

されている個体はなく，ヤクタネゴヨウの巨大木の下に照葉樹が混交する構造になっていた。ヤクタネゴヨウ稚樹は全く見られず少数の

当年生実生が確認されたのみで，このような林分構造下ではヤクタネゴヨウの更新は期待できないといえる。
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敵した。今回の調査地におけるヤクタネゴヨウの混交林分がよく

発達した照葉樹林であることが示された。

　ヤクタネゴヨウの胸高直径は１個体（２２cm）を除き６２－

１５０cm（全１０個体）と非常に大きかった。調査プロットの林分構

造を樹高を基にしたサイズ構造から見ると，全てのヤクタネゴヨ

ウは混交する照葉樹種の林冠か，それより高い位置にあり，被圧

された個体は見られなかった（図－２）。

　調査プロットにおいて少数ながらヤクタネゴヨウの実生を確認

した（表－２）。まだ種皮をつけたままの個体も多く，そのほと

んどは当年生実生と想像された。樹高３０cm以上のヤクタネゴヨ

ウ稚樹は調査プロット以外の場所を含め今回調査した尾根では全

く確認できなかった。これらのことからヤクタネゴヨウは発達し
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図－１．調査地の位置
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表－１．調査区の概況および構成樹種の優占度

６５４３２１方形区No．
谷面谷面平坦面平坦面急斜面急斜面微地形　　　　
N８０WN７０WN９０WN８０WN１３０WN９５W斜面方位　　　　
４０４３０-２００-３０４１４７傾斜（deg）
１００１００８９９６８５１００調査面積（m２）　学　名種　名
１０１４１６１５１５１９出現種数　　　　

（m２ ha－１）
１２３．６０１７６．８４２５３．９６１７６．５５４２．５４１０４．２４Pinus armandii Franch. var. amamiana Hatusimaヤクタネゴヨウ
１１．９８０．８６４．４５１７．０５１２．４２２．９２Myrsine seguinii Lév. タイミンタチバナ
１０．３１６．８２１５．３５９．５２３．６１０．７６Distylium racemosum Sieb. et Zucc.イスノキ
６．９２０．５５３．３０１３．６８２．０３４．８６Rhododendron tashiroi Maxim.サクラツツジ
０．６９２．８０５．８４５．８６０．１６３．４４Cleyera japonica Thunb. pro p., emend. Sieb. et Zucc.サカキ
０．１８０．０１０．２３０．５７０．０１０．２５Camellia japonica L.ヤブツバキ

０．２３５．３２３．４３６．２８０．３８Symplocos prunifolia Sieb. et Zucc.クロバイ
０．０１５．０２１．４４０．０２０．１０Syzygium buxifolium Hooker et Arnottアデク

１．５８０．１７０．９５０．３２０．０１Ternstroemia gymnanthera（Wight et Am.）Beddomeモッコク
０．０７５．０３２．４８１．２７Ilex integra Thunb.モチノキ

１．０５０．０１０．１１１．０１Neolitsea aciculata（Blume）Koidz.イヌガシ
０．０３０．１７０．０５０．４５Eurya japonica Thunb.ヒサカキ

０．０１０．４３０．３５Illicium religiosum Sieb. et Zucc.シキミ
０．４６０．６３Vaccinium bracteatum Thunb.シャシャンポ

１．０４０．１２Diospyros morrisiana Hanceトキワガキ
０．２５０．０１Pasania edulis Makinoマテバシイ

３．５９０．０８Ilex rotunda Thunb.クロガネモチ
７．８００．０４Quercus salicina Bl.ウラジロガシ

６．１６Elaeocarpus japonicus Sieb. et Zucc.コバンモチ
３．３０Quercus phillyraeoides A. Grayウバメガシ
１．４０Lyonia ovalifolia（Wall.）Drude var. elliptica（Sieb. et Zucc.）Hand.-Mazz.ネジキ
０．１０Ilex pedunculosa Miq.ソヨゴ

１．０６Castanopsis cuspidata（Thunb.）Shottky var. sieboldii（Makino）Nakaiスダジイ
０．７９Symplocos lucida Sieb. et Zucc.クロキ
０．３０Mallotus japonicus Muell. Arg.アカメガシワ
０．０９Acer rufinerve Sieb. et Zucc.ウリハダカエデ

１．５９Cinnamomum japonicum Siebold ex Nakaiヤブニッケイ
２５．２７Ligustrum japonicum Thunb.ネズミモチ
２．２２Myrica rubra Sieb. et Zucc.ヤマモモ

１３．６８Stewartia monadelpha Sieb. et Zucc.ヒメシャラ
０．２２Schefflera octophylla（Lour.）Harmsフカノキ

４３．１２３１．４１７０．７９５５．９０２７．８９２６．３１全種計（ヤクタネゴヨウを除く）　　　　　　　　　　　　　　　



た照葉樹林内では更新できないことが示唆された。

　今回調査した尾根の林分は，ヤクタネゴヨウの巨大木の下に発

達した照葉樹林が混交する構造になっていた。このような状況下

ではヤクタネゴヨウの更新は期待できないといえる。
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表－２．ヤクタネゴヨウ更新個体の状況

６５４３２１方形区No．
谷面谷面平坦面平坦面急斜面急斜面微地形

７２２４１０ヤクタネゴヨウ実生数（高さ３０cm未満，調査面積あたり）

００００００ヤクタネゴヨウ稚樹数（高さ３０cm以上胸高未満，調査面積あたり）

照葉樹 

ヤクタネゴヨウ 

No.1 No.3 No.5No.2 No.6No.4

 a.急斜面 b.平坦面 c.谷面 

32
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8

0
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樹
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ラ
ス
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m
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図－２．各調査区のサイズ構造図
（図中のNo. は表１，２の調査区No. に相当）


